
里山再生モデル事業
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　福島県の森林・林業の再生等に向けて、関係省庁が連携し、
生活環境の安全・安心の確保・住居周辺の里山の再生・奥山
等の林業再生に向けた取組及び、調査研究等の将来に向けた取
組並びに情報発信とコミュニケーションなどを行っています。

森林・林業の再生に向けた
具体的な取組
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　福島の森林・林業の再生に向けて、2016年３月に、
復興庁、農林水産省、環境省の３省庁により「福島の
森林・林業の再生に向けた総合的な取組」が取りまと
められました。この主要施策として「里山再生モデル
事業」を実施しています。
「里山再生モデル事業」は、地域の要望を踏まえ選
定したモデル地区において、里山再生を進めるための
取組を総合的に推進し、その成果を的確な対策の実
施に反映することを目的に、

①モデル地区内の放射線量マップの作成
②森林内の人々の憩いの場や日常的に人が立ち入る
場所等での適切な除染の実施

③木材生産や景観改善等のための森林整備
などの取組を連携して行っています。
　2018年６月現在、選定された14地区において、空
間線量率の測定や除染、森林整備等の各種事業が進
められています。
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　原発事故以後、放射性物質の影響が比較的小さい
地域においても、 きのこ原木の指標値を超える原木林
が見受けられたことから、 これらの地域でも原木の生
産を停止しています。
　福島県では、将来のきのこ原木の安定供給に向け
て、次世代の原木林となる広葉樹林の再生を図るため、
2014年度より「広葉樹林再生事業」を開始しました。 
具体的には、 既存のきのこ原木林等において、 原木
林の安定供給に向けた次のような取り組みを行ってい
ます。
・事業実施前の指標値超過を確認（原木の測定）

・皆伐実施後、 萌芽枝の放射性セシウム濃度を追跡調
査（３年間）
・空間放射線量を計測（伐採前後）
・堆積有機物及び土壌の放射性セシウム濃度を測定
この事業で伐採された木材は、 ほだ木・調理用の薪
等に使用することはありませんが、 伐採跡地は必要な
保育を行い、 ほだ木等の原木林として成林するよう努
めています。
実施区域は、 2014年度の10.51ha（３市町、１森林

組合）から、 2017年度の28.76ha（５市町、２森林組
合）へと年々面積を拡大しています。

原木林の再生対策

東日本大震災以前のきのこ原木は、福島県から多く
調達されていたため、多くの県できのこ原木の安定調
達に影響が生じました。
林野庁では、2011年からきのこ生産者が生産を継

続できるよう、全国的なきのこ原木の需給状況を把握
し、きのこ原木の需要者と供給者とのマッチングを推
進しています。
その結果、2013年９月以降、森林所有者等による

きのこ原木の供給可能量が、きのこ生産者等によるき
のこ原木の供給希望量を上回る状況が多くなっており、
きのこ原木のマッチングが進んでいると考えられます
が、2017年９月末時点では、供給希望量54万本のう
ちコナラが約９割を占める一方で、供給可能量56万
本のうち約９割がクヌギ等であり、樹種別にみるとミス
マッチが生じている状況となっています。
林野庁では、引き続き、供給希望量の多いコナラを

主体に、供給可能量の掘り起こしを行うとともに、き
のこ原木のマッチングを推進していきます。

きのこ原木の安定供給

【図】きのこ原木の需給状況
資料：林野庁「きのこ原木の安定供給に向けた取組の推進」（2012 年）、
　　　林野庁「平成 29 年度森林・林業白書」

資料：福島県「福島県における広葉樹林再生事業の概要」

【写真2】伐採後の萌芽枝を確認後、放射性セシウム濃度の
追跡調査を実施（南会津町）

【写真1】皆伐実施後の様子（南会津町）
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【図】里山再生モデル事業のイメージ
資料：復興庁 HP「里山再生モデル事業（概要）」、
　　　「福島の森林・林業の再生に向けた総合的な取組」（2016 年 3月）
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　間伐等の森林整備が停滞すると、 荒廃した森林が増
え、 これまで有していた森林の多面的機能が十分に発
揮されなくなります。 例えば、 水源かん養機能や土砂災
害防止機能等が低下するなど、 日常生活への影響も心
配されます。
　福島県では、 2013年度から森林の公益的機能の維
持増進を図る森林整備とその実施に必要な放射性物
質対策を行う「ふくしま森林再生事業」に取り組んでい
ます。 「ふくしま森林再生事業」は、 市町村等が公的主
体となり、  汚染状況重点調査地域等（解除地域を含

む）を対象に森林整備等を実施しています。 主な取組
には次のようなものがあります。
①空間線量率の調査や森林所有者の同意取得等
②土砂移動抑制対策（丸太筋工の設置等）
③森林整備（間伐、更新伐等）
④路網整備（森林作業道の開設等）
　2013年度以降、 これまで44市町村で実施しており、
2018年3月末実績は、 間伐等4,888ha、 森林作業道
559kmとなっています。

ふくしま森林再生事業

林業再生に向けた実証事業

エリートツリーによる下刈り作業省力化 作業効率化による被ばく時間の短縮

樹木の部位別濃度等計測 皆伐・植栽箇所での空間線量率測定

間伐による移動抑制

立木状態での樹皮の放射性物質濃度測定

　避難指示区域の解除など、住民の帰還に向けた取
組が進められている中、地域住民の雇用・生活の場
の確保のためには、地域の基幹産業のひとつである林
業・木材産業の再開が重要です。林野庁では2014年

度から避難指示が出されていた区域を対象に、森林整
備や林業生産活動を円滑に再開できるよう、これまで
得られた知見を活用した放射性物質対策についての実
証事業に取り組んでいます（図）。

林内作業の安全対策

放射性物質濃度等の計測 森林施業に伴う空間線量率の変化

森林整備を通じた移動抑制対策
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　「放射線」は、物質を透過する力を持った光線
に似たものです。放射線を出す能力を「放射能」（大
きさを「ベクレル（Bq）」という単位で表します）、
この能力を持った物質を「放射性物質」と言います。
　放射線で人がどれくらいの影響を受けるかを知
る際に放射線被ばく線量の単位として「シーベル
ト（Sv）」が使われます。
　密閉された容器に放射性物質が入っている場
合、容器から放射線は出ますが、放射性物質は
出ません。
　これらを電球に例えると、光が放射線、電球が
放射性物質、光を出す能力が放射能にあたります。
放射能が大きいほど、放射性物質からたくさんの
放射線が出ていることを意味します。
　放射線被ばく線量は放射性物質と被ばくする人
の位置関係によって変わります。放射線の強さは
放射線を出しているものに近ければ強く、遠けれ
ば弱くなります。明るい電球でも離れた場所では
暗く見えるのと同じです。
 

　放射性物質は、 放射線を放出して放射線を出さ
ない安定した物質に変わっていきます。 そのため、
原発事故で拡散した放射性物質は自然界に永遠に
残るものではなく、 次第に少なくなっていきます。 
この変化にかかる時間は放射性物質の種類ごとに
決まっていて、 元の放射性物質が半分の量になる
期間を物理学的半減期と呼びます。 例えばヨウ素
131 は約８日、 セシウム 134 は約２年、 セシウム
137 は約 30 年です（図）。
　また、 生物の体内に取り込まれた放射性物質
は、 代謝作用や便・尿、 汗・呼気などの排出作用
により体外に出されます。 これらによって放射性物
質の量が半分になるまでの期間を、 生物学的半減
期と呼びます。 セシウム137 の場合、 人の生物学
的半減期は、１歳までは約９日、９歳までは約38
日、 30歳までは約70日、 50歳までは約90日です。 
子どもは代謝が早いために、 生物学的半減期が短
くなります。 例えば、 50歳の人が物理学的半減期
が30年の長いセシウム137を体内に取り込んだと
しても、 約３か月でその半分は体外に排出されます。

放射性物質の基礎知識

放射線、放射能、放射性物質の違い

放射性物質の半減期

【図】放射線・放射能・放射性物質とは
資料：環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料　2017年度版」、
本文資料：消費者庁「食品と放射能Q&A」2018 年 3月8日（第 12 版）、
環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料　2017年度版」

【図】物理学的半減期
資料：農林水産省「放射性物質の基礎知識」2012 年
本文資料：消費者庁「食品と放射能Q&A」2018 年 3月8日（第 12 版）、
環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料　2017年度版」

（参考）物理学的半減期

放射性物質の種類 物理学的半減期

←半減期→

←半減期→
←半減期→

1

←半減期→

放
射
性
物
質
の
量

最初の量

時間

1/2

1/4

1/8
1/16

【図】避難指示解除区域等の
　　林業再生に向けた実証事業

資料：林野庁「平成 28（2016）年度避難指示解除区域等の林業再生に向けた実証事業の概要」、
　　　農林水産省「福島県の森林・林業の再生に向けた取組」2016 年 2月 5日

【図】ふくしま森林再生事業の事業概要

実証地選定のための森林調査等

概況調査等 同意取付 破砕等の実証 丸太筋工の設置間伐等の適切な森林整備

公的主体による森林整備 放射性物質対策の実証

・実証地の選定のための森林の放射線量等の概   
　況調査
・作業計画の検討のための実証対象森林の調査
・森林所有者への説明・同意取付
   等を実施。

・放射性物質の影響等により整備が進みがたい人工
　林等において、県、市町村等の公的主体による間
　伐等を実施。

放射性物質の影響に対処するため
・森林整備に伴い発生する枝葉等の破砕、梱包、運搬
・放射性物質の移動抑制のための筋工の設置
等の実証的な取組を実施。　
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●電球＝光を出す能力を待つ

●放射性物質＝放射線を出す能力（放射能）を持つ

▶電球の明るさの単位

ルーメン（lm）
もしくは ワット（W）
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▶人が受ける放射線
　被ばく線量の単位

シーベルト（Sv）
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ベクレル（Bq）
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※シーベルトは放射線影響に関係付けられる。
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